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アセトンは様々な有機化合物を溶解する優れた溶媒です。極性および非極性溶媒の両方と良く混和し、また、安価で毒性が比較的低く、低粘
度で且つ沸点が低いという特性において、フラッシュクロマトグラフィーに最適と言えます。しかし、アセトンは220～330nm領域で強いUV吸収
を示すため、同様に220～330nm領域でUV吸収を示す芳香族化合物や医薬品化合物の検出と干渉してしまうため、実際にはフラッシュクロ
マトグラフィーで使用することは困難でした。

図1は、酢酸エチル/ヘキサンおよびアセトン/ヘキサンのグラジエント実行時のUV特性を示しています。吸収極大付近の波長（210nmまたは
270nm）でモニターした場合、両者とも極性比率の上昇に伴いクロマトグラムのベースラインも上昇します。
このように、従来の精製方法においてアセトンを移動相に利用した場合、目的化合物のUV吸収がアセトンの吸収に妨げられることから全量分
取を強いられ、結果として分取後のサンプル濃縮に多大な時間が必要となります。

そこで、バイオタージのIsolera™ Spektra が開発されました。即ち、ベースライン補正機能とλ-All検出機能を使用することにより、アセトンや他
の溶媒によるUV吸収を補正し、この問題点を解決します。

このアプリケーションノートでは、Isolera™ Spektraによるアセトンを移動相に用いた順相クロマトグラフィーについて説明します。ベースライン
補正機能でベースラインの上昇を抑え、λ-Allフラクション機能により全波長範囲で高感度かつ高純度に化合物を回収しています。

Isolera™ Spektraフラッシュ自動精製システムでは、アセトンを順相フラッシュクロマトグラフィーの移動相として使用することができます。新た
に搭載されたλ-All検出機能およびベースライン補正機能により、アセトンのUV吸収によるベースラインの上昇を最小限に抑え、ユーザーが指
定する任意の波長範囲での化合物検出が可能です。

図1 酢酸エチル（左側）とアセトン（右側）を用いたグラジエントUV特性。芳香族化合物の検出範囲である240nm以上でのUV透過率を考慮し、通常のフラッシュクロマトグラ
フィーでは酢酸エチルを移動相溶媒に用いる。UV吸収が補正されない限り、アセトンが示す220nm～ 320nm領域でのUV吸収は分取の妨げとなる。
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使用した溶媒系はいずれも波長領域200nm～400nmでUV吸収があるにもかかわらず、ベースライン上昇を補正することで、化合物の分離お
よびフラクション回収を良好に達成しました。アセトンを使用した系では、よりシャープで濃縮されたフラクションが得られ、溶媒留去時間の削減
も期待できる結果となりました。
図2に示したとおり、ベースラインは平坦で、それぞれの溶出ピークは1本の試験管に回収されています。結果としてフラクション容量を節約し、
フラクション濃度を最大化しています。

図1に示したとおり、UV検出のフラッシュクロマトグラフィーでは、移動相に使用する溶媒のUV吸収が問題となります。実際に、図3に示したと
おりアセトンのUV吸収は本実験に使用した4化合物の分取において、使用溶媒量の増加（272mL vs. 221mL）、フラクションボリュームの増
加、及びフラクション数の増加（16本 vs. 4本）という影響を与えます。
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Isolera™ Spektraのベースライン補正機能を使用することにより、溶媒量、フラクションボリューム、分取時間などを増大することなく、比較的
安価なアセトンをフラッシュクロマトグラフィーに用いることができます。アセトンは、シャープなピークが得られ、且つフラクション後の溶媒留去
時間が短縮できるため、フラッシュクロマトグラフィーにおいて大変優れた溶媒と言えます。
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Isolera™ Spektraフラッシュ自動精製システムにおいて、λ-Allフラクション機能と
ベースライン補正機能を使用し、ヘキサン/酢酸エチル（上段）とヘキサン/アセト
ン（下段）の溶媒系で4化合物を分離した結果。ベースライン補正機能が溶媒の
UV吸収によるベースライン上昇を抑え、フラクションボリュームを最小化している。

Isolera™ Spektraのベースライン補正機能を使用しなかったクロマトグラム（上
段）とベースライン補正機能を使用したクロマトグラム（下段）の比較。ベースライ
ン補正機能がアセトンのUV吸収を補正し、フラクション数、フラクションボリュー
ム、及び使用溶媒量を減少させることが分かる。
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